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1.万成石との出合い

私の母校の玄関とその周辺の敷石,腰回りは万成石で

組まれているので,私が万成石に初めて出合ったのは,

もう40年も昔のことである･万成石を最初に見た時1私

はその淡い桃色に強く印象づけられた･私が大学の2年

次生の頃だったか,この石が｢万成石｣という岡山の石

であることを教えて下さったのは,恩師の小島丈児先生

であった.その後の約20年間,私は毎日のように万成石

を踏んでその玄関を出入りしたので,万成石は,いわば,

私の青春を刻んだ思い出多い石である･

例の学園紛争を契機に,私は転勤して岡山市に住むこ

とにたり,市内の至る所で万成石の石垣,敷石,碑など

を見ているうちに,この石はもはや感傷的た石ではなく

なってLまった.今から約10数年前にたって,私はやっ

と岡山県の花嵩岩を研究し始め,以後,年に再三,万成

石の丁場を訪ねるようになった(写真1).こうして,万

成石は私にとって再び縁の深い石にたった.

万成石は加工の方法や造形によって,さまざまな表庸

をみせる.最近,岡山市中央部に建築された岡山県立美

術館(写真2)の内装や外構えには,万成石がふんだんに

使用(ただし,外壁の大部分はr朝鮮万成｣=r万成もどき｣で

ある)されており,その美しさと重量感は他を圧してい

る.美術館の壁面は,内も外も,ざらざらの面を基調と

し,床や階段だとの足元は研摩面を基調とする加工の心

配りは,万成石の特徴を充分に理解した設計で,心憎い

ばかりである.館内の壁面は光を和らげ,万成石独特の

淡い色調とあいまって,人を温かく抱き込むようた弾力

を感じさせる.対照的に,足元はどっしりと冷ややか

に,冷静さを求めている･このようた違いの原因は,万

成石を特徴づけている淡紅色のカリ長石にある･ざらざ

らの面に加工すると,乱反射によって,カリ長石の輪郭

がぼかされ,色調も一段と淡く見える.研摩すると,カ

リ長石の輪郭がはっきり浮き出され,きびしい表情に変

わる･私はざらざら面に仕上げられた万成石が好きであ

写真1万成石採石場(岡山市谷万成).(平成3年2月撮影)

る.

2.銘柄;石材になるまで

万成石(=万成みかげ)は岡山市谷万成の丁場から切り

出される石材である･ご存知のように,rみかげ｣は商

品名で,花嵩岩よりも広い意味で使われている･花嵩岩

は一般に白っぽい石であるが,その中に含まれる長石の

色,彩,量のちがいによって,石全体の色調が微妙に変

化する.洋の東西を間わず,昔から,淡紅色～褐色の花

1)岡山大学教養部地学教室:〒700岡山市津島中2-1-1

キｰワｰド:カリ長石,山陽帯花筒岩,みかげ石,銘柄石材
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写真2岡山県立美術館(岡山市天神町)､敷石と建物の白い部

分は万成石｡

嵩岩が特に珍重されてきたのは,その美しさのためであ

ろう.万成石は淡紅色のカリ長石を特徴とする銘柄品で

あるが,伝統のある銘柄品ではないらしい.

“伝統"のある銘柄品は御影邑(みかげむら,現在の神

戸市東灘区御影町)に因縁のある｢みかげ石｣である.こ

こではrみかげ石｣の由来は他(たとえば,渡辺(1987))

にゆずり,｢万成みかげ｣のことを少しご紹介しておこ

う.

ブランド商品の売れ行きがよけれぽ,そのまがい物が

出るのは世の常である･江戸時代末期になって石材の需

要が増すと,全国他地域の花商岩が,その色謝こは関係

たく,｢みかげ石｣と呼ばれて市場に現れ,格安で取り引

きされ始めた.そこで,市場の混乱を防ぐために,本場

物は｢歩みかげ｣と呼ほれて他のrみかげもどき｣と区

別された.岡山市谷万成の石は｢万成みかげ｣と呼ばれ

て売り出された.｢万成みかげ｣は｢歩みかげ｣によく似

ているが,現在でも｢歩みかげもどき｣として,｢歩み

かげ｣よりも安値で取り引きされているらしい.どちら

が美しいかは見る人の主観による.自分の値段が,“伝

統"のある銘柄品にどの程度似ているかによって決めら

れるのを,石自身はどうみているだろうか.私にはこの

石が自分のことを｢万成石と呼んでくれ｣と望んでいる

ように思えてたらない.

ともあれ,近代社会が庶民の世界であるのと同様に,

大量の石材が動かされるようになった近代市場は,｢み

かげもどき｣の活躍場所となった.

現在の国会議事堂の前身である帝国議会議事堂は,発

議から50年後の昭和11年(1936)に竣工した･議事堂外

装用石材は明治43年から大正10年まで,11年間かけて,

日本全国の石材が“慎重"に検討された.万成石は有力

候補にあがっていたが,最終の選に洩れた.LかL,大

正7年(1918)から始まった明治神宮の外装工事には大

量に使用されて,名実ともに銘柄品の地位を得た(渡辺,

1987)･私の経験では,万成石は外装用石材や台座などに

適しているが,碑や彫像にはあまり適さないようであ

る.

3.万成石の特徴

岡山県にはさまざまだ花開岩が広く露出している･地

質学的にみれば,岡山県の地下一面に花崩岩が広がって

いると考えてよい(濡木ほか,1979).岡山県の花嵩岩ぱか

りでたく,山陽帯花嵩岩の6～7割は淡紅色～淡紅褐色

のカリ長石を含んでいるので,カリ長石の色だけを万成

石の特徴にするわけにはいかたい.一般に,花嵩岩のカ

リ長石は間隙充填的に発達しているが,万成石のカリ長

石もその傾向をもっている.それゆえ,岩石薄片にして

しまうと,万成石を他の花開岩から区別するのがむずか

しくなる.それでも,岩石標本を手にすると,花崩岩を

見たれた人ならば,万成石を見分けることができる.人

の眼は一体何を見ぬいているのだろうか?私がかつて,

岡山県中南部地域の花崩岩類の研究を始めた際に,まず

めざしたのは,この疑問を解くことであった｡しかし,

結局1私は成功したかった･次に万成石の特徴を簡単互こ

まとめてみよう(詳しくは,濡木(1978),濡木ほか(1979)を

参照いただきたい).

①野外の特徴と同位体年令:肉眼によると,岡山県下の

花商岩には,無色鉱物が等粒状に見えるもの,カリ長石

が斑晶状に見えるもの,石英が斑晶状に見えるもの,斜

長石が斑晶状に見えるもの,たどがあるので,私はこれ

らをそれぞれI型,n型,皿型,w型と口乎ぶことにした.

どの型にしたらよいか,迷った石もかたりあった.露出

面積は皿型が少し狭いが,他は同じ程度の広がりがみら

れる(第1図).各岩型のルｰフペンダントは,中･古生

界の火山砕屑岩類,砕暦岩類,石灰岩類たどで,ルｰフ

ペンダントと岩型の問にきまった接触関係があるわけで

地質ニュｰス441号�
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第1図岡山県中･南部の地質略図(濡木ほか,1979)､⑨,⑲

⑳は標本No.を示す.⑨が万成石の産地で,万成石の

分布はこの付近に限られる.⑨:岡山市谷万成,⑲:

玉野市玉原,⑳:岡山市正儀.

はたい(第1図).各岩型の間の接触関係が観察できる例

は少く,多くの場合に,断層接触や漸移関係が予想され

る.つまり,岩型はちがっても,各岩体は相前後Lて定

置･固結したと考えられる.

このことは,県下の花開岩類の同位体年令によっても

裏付けられる.各岩型のK-Ar年令は77Ma～88Ma(河

野･植田,1966;柴田,1979)の範囲内におさまり,Rb-Si

全岩アイソクロンは84.0土3.7Ma(Kagamieta1･,1988)

に美事にプロットされる.

万成石は1I型化崩岩に属する｡その露出はごく限られ

ており,岡山市西部の谷万成の採石場(第1図,⑨)付近

に分布するだけで牟る｡丁場は丘のようだ小山の北側に

あり,山の南半部は細粒なため,商品としてはほとんど

利用されていない.

②鉱物組成･モｰド組成･化学組成:ここでは,比較の

1991年5月号

ため,岡山県南部の,万成石産地周辺地域のI型化嵩岩

と]I型化簡岩(以下,単にI型,■型と呼ぶ)について説町

する.

I型は黒雲母花嗣岩～両雲母花開岩で,等粒状組織を

特徴(第2図A)とするが,■型は角閃石･黒雲母花開

岩で,カリ長石がしばしば斑晶状(第2図B,C)に発達

Lている.I型にはしばしほ蛍石が含まれ,カリ長石に

徴斜長石構造が発達しているが,]I型にはこの両鉱物が

含まれない.万成石と他のn型の問に鉱物組成のちがい

は認められたい｡カリ長石の色は,I型も]I型も,淡紅

色である.

第2図岡山県南部の花開岩のカリ長万のレリｰフ.

A:I型化嵩岩(第1図⑲),B:n型化嵩岩(第1図

⑳),C:II型化嵩岩(第1図,⑨,万成石).万成石

は,II型化嵩岩の中で,集斑状カリ長石がよく密集し

たのが特徴である,�
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第1表岡山県南部花寓岩のモｰド組成
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第2表岡山県南部花寓岩の主化学組成
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第3図岡山県中･南部の■型化嵩岩のモｰド組成.

○1濡木ほか(1979),鑑:万成石(第1表)､

GR:花嵩岩,AD:ダァメロ岩,GD:花商閃緑岩

岡山県南部地域の■型のカリ長石は,しばしば集斑状

になり,かつ,結晶の輪郭は間隙充填的に発達する傾向

が強いが,県中央都地域のπ型のカリ長石は,単品で自

形に近い輪郭を示す傾向がある･万成石は1]I型の中で

は,集斑状カリ長石がよく発達(第2図C)した部類には

いる.

I型と]I型のモｰド組成の代表例を第1表に示した.

第1表の5例のうち,1例(Nα32)は従来の肉眼による

測定値(濡木ほか,1979)で,他はイメｰジスキャナを利

用した測定値(岡本,1990)である.岡本(1990)によれ

ば,両方法による測定値の問にあまり差がたいので,第

3図には肉眼による測定値(濡木ほか,1979)に第1表の

値が追加されている.モｰド組成の上では,万成石は平

均的たII型で,アダメロ岩である.第3図には示されて

いないが,I型はその大都分が“花嵩岩"である･色指

数もI型が1I型よりかたり小さい･

化学組成をみると,万成石とI型,万成石と他の]I型

(Nα32)の問に著しいちがいは認められたい(第2表,沓

掛ほか,1979).珪長質ノルム鉱物(C.I.P.W.ノルム)の重

量劣の合計は,約93%～96%,D.I.値は約89～96とい

ずれも高い値で,かつ変動幅が小さい･I型はD.I.値

が著しく高く,]I型と異なるが,万成石と他のII型の問

にはほとんど違いがたい｡

⑧カリ長石の特徴1モｰド組成や化学組成の上で,万成

石と他のn型を区別できたいので,カリ長石自身の特徴

地質ニュｰス441号�
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をしらべてみた.

n型のカリ長石の色がすべて淡紅色であるとしても,

■型の岩体の間で,この色は微妙に変化している.淡紅

色に近いものから,淡褐色に近いものまでさまざまであ

る.万成石のカリ長石の色はその中問色で,正確には表

現できたいが独特の色をしている.この色は重要た特徴

の1つである(グラビア参照).

万成石のカリ長石を顕微鏡下でみると,正長石質ペル

ト石で,2種の曹長石ラメラがよく発達している(濡木,

1978)･1つは脈状ないしプｰル状(平均幅O･02～O･03血m･

長さO.1～3m皿)で,不規則た形で,しばしば隣り同志が

より細い脈でつながっている.他は平板状ラメラで平行

に発達L,プｰル状のラメラに続くこともある｡前老が

後者よりもよく発達Lており,両種のラメラは同時に消

光する.EPMAで分析すると,前者(An3.O～4.6)には

後者(An1.O～1.8)よりも少し多くのカルシウムが含ま

れる.

正長石の部分はOr鉋｡Ab4～Org1Ab｡がふつうであるが,

時にOr.oAb30前後の組成が検出される.おそらく,ク

リプトパｰサイトが部分的に発達しているのであろう.

万成石のカリ長石は,他の1I型のものに比べて,少しOr

成分に富む傾向はあるが,決定的な特徴ではたい｡

万成石のカリ長石をX線でしらべると,三斜度はO

で,2θ(o.o)～2θ(喜｡｡)図(Wright,1968)上では正長石構

造に近いが正長石ではない(濡木･1978)･また･.集斑状

カリ長石を数個に分割LてX線でしらべると,それらは

構造的に完全に同じではない.つまり,1つの集斑晶を

作るカリ長石の個体は構造的にも(おそらく組成的にも)均

質化された証拠が認めにくい.しかし,残念だがら,同

じ特徴がI[型の他の岩体の岩石についても認められる･

1つはその色調(グラピァ参照)にあり,もう1つは集斑

状カリ長石の濃集密度にある.この2つを合わせたもの･

が万成石の特徴たのであろう.

現在,国内の採石業界は公害問題や労働老不足に悩ん

でおり,他方では外国産石材に押されて,青息吐息の状

態にある.谷万成の丁場を訪れても,中年以上の熟練老

ばかりが眼につく.しかし,彼等の手(エアハンマｰ)で

切り出される石材には,7mを越える長尺物が多く,万

成石はまだまだ有望である.私は,万成石が“庶民"の強

さで,したたかに生き続けてくれるように願っている･
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4.おわりに

結局,万成石を他の]工型花嵩岩と比べて,岩石学的特

徴が明らかに異なるとはいえない.しかし,万成石の重

要た特徴がカリ長石にあることは明らかである･特徴の
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